
団結成以来の悲願達成 
　第５３回愛知県消防操法大会が７月１２日一宮市愛知県一宮総合運動場
で開かれ、小型ポンプ操法の部で、阿久比町消防団第１分団が悲願の初
優勝を果たしました。

No. 963

団結成以来の悲願達成 団結成以来の悲願達成 団結成以来の悲願達成 

主な内容 

おめでとう消防団 

新オアシス塔完成 

ページ 

　見事、県大会で初優勝を果たした
団員の喜びの声を紹介。 

　町制５５周年を記念して、オアシス運
動のシンボル“オアシス塔”を新調。 

あぐいぶらり旅 
　夏休みで子どもたちが多く集まる図書館へ
ぶらり出掛けた。思い出の本の話題となり…。 

□ １１ 

めざせ！ハッピーライフ 
　夏バテしていませんか。夏バテ対
策を紹介。 

□ １３ 

□ １０ 

□ 2
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９１ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合
は�（４８）７０３０へ問い合わせてくださ
い。最新のメッセージを聞くことがで
きます。

小型ポンプ操法の部 

県大会 県大会 

団結成以来の快挙 団結成以来の快挙 

小型ポンプ操法に
　　　　　取り組む第１分団

　

七
月
十
二
日
、
一
宮
市
の
愛
知
県
一
宮

総
合
運
動
場
で
開
か
れ
た
第
五
十
三
回
愛

知
県
消
防
操
法
大
会
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
部
」（
十
二
チ
ー
ム
出
場
）
で
、
知
多

郡
代
表
、
阿
久
比
町
消
防
団
が
悲
願
の
初

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
は
、
指
揮
者
の

指
示
で
隊
員
が
消
防
ホ
ー
ス
の
接
続
、
延

長
、
筒
先
の
結
合
操
作
を
行
い
、
ポ
ン
プ

か
ら
標
的
に
向
け
て
放
水
。
そ
の
後
に
集

合
し
て
整
列
す
る
ま
で
の
一
連
動
作
が
競

わ
れ
、
時
間
や
正
確
さ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

な
ど
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

今
大
会
に
は
、
第
一
分
団
の
西
畠
大
祐

さ
ん
（
指
揮
者
）、
新
美
陽
一
郎
さ
ん
（
一

番
員
）、
水
野
慎
一
さ
ん
（
二
番
員
）、
田

中
俊
充
さ
ん
（
三
番
員
）、
小
野
貴
嗣
さ

ん
（
吸
管
補
助
員
）
の
五
人
の
メ
ン
バ
ー

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
団
員
や
ほ
か
の
分
団
、

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
ら
多
く
の
人
た

ち
の
協
力
を
得
て
、
三
月
下
旬
か
ら
連
日

連
夜
、
早
朝
も
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
前
に
は
、
考
え
方
の
違
い
で
メ
ン

バ
ー
同
士
や
協
力
者
と
の
間
で
激
し
く
ぶ

つ
か
り
合
う
と
き
も
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
彼
ら
は
、
つ
ら
い
練
習
に
も
耐
え
、

仲
間
同
士
の
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
ま
し

た
。
本
番
で
は
自
分
た
ち
の
気
持
ち
を
一

つ
に
ま
と
め
、「
優
勝
」
と
い
う
最
高
の
結

果
で
、
見
事
に
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

優
勝
が
決
ま
っ
た
直
後
、
会
場
に
掛
け

付
け
た
応
援
団
の
中
か
ら「
お
め
で
と
う
」

の
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
祝
福
を
受
け

た
団
員
た
ち
は
、
感
極
ま
っ
て
男
泣
き
。

◇　

榊
原
和
宏
阿
久
比
町
消
防
団
長
喜
び

の
コ
メ
ン
ト

　
「
知
多
郡
の
代
表
と
し
て
、こ
こ
で
決
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
に
集
中
し
て
よ

く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。�
優
勝
と
い
う

栄
冠
�
を
勝
ち
得
て
く
れ
た
こ
と
は
、
団

長
と
し
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
で
す
」

◇　

優
勝
メ
ン
バ
ー
喜
び
の
声

―
西
畠
大
祐
さ
ん　
「
関
係
者
や
Ｏ
Ｂ
の

皆
さ
ん
の
支
え
あ
っ
て
の
栄
冠
だ
と
思
い

ま
す
。優
勝
さ
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

―
新
美
陽
一
郎
さ
ん　
「
皆
さ
ん
が
涙
を

流
し
て
喜
ん
で
く
れ
た
姿
を
見
て
、
最
高

の
恩
返
し
が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
」

―
水
野
慎
一
さ
ん　
「
日
々
の
練
習
は
つ

ら
か
っ
た
で
す
が
最
高
の
報
告
が
で
き
ま

し
た
」

―
田
中
俊
充
さ
ん　
「
仲
間
で
あ
り
、ラ
イ

バ
ル
で
も
あ
る
ほ
か
の
分
団
の
皆
さ
ん
、

朝
も
夜
も
練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」

―
小
野
貴
嗣
さ
ん　
「
仲
間
と
過
ご
し
た

四
カ
月
は
、
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
特
別
な
時
間
で
し

た
」

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
流
し
た
汗
と
努

力
が
報
わ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

阿
久
比
町
消
防
団
第
一
分
団
の
皆
さ
ん

「
優
勝
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
々
の
訓
練
を
重
ね
、
い
ざ
と

い
う
と
き
は
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
阿
久
比

町
消
防
団
「
バ
ン
ザ
ー
イ
」。
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東部小学校「ホタルワールド」の夜間開放
　

ホ
タ
ル
の
淡
い
光
は
見
る
も
の
に
癒
し

と
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
の
森
ホ
タ
ル
養
殖
場
で
、
六

月
二
十
日
と
二
十
一
日
の
二
日
間
「
ほ
た

る
観
察
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
悪
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
約
千
五
百
人
の
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
七
日
に
は
、
東
部
小
学
校
で

「
ホ
タ
ル
ワ
ー
ル
ド
」
の
夜
間
開
放
が
行

わ
れ
、
約
七
百
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ホ
タ
ル
へ
の
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
自
然
環

境
保
護
を
推
進
す
る
た
め
に
「
ホ
タ
ル
飛

び
か
う
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
町
内
に
生
息
し
て
い
る
ヘ
イ
ケ
ボ
タ

ル
の
発
生
状
況
や
生
態
な
ど
の
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
は
自
然
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
生
息
分
布
調
査
を
、
六
月
下
旬

か
ら
小
中
学
生
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
行
い
ま
し
た
。（
調
査
結
果

は
五
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

今
年
は
、
昨
年
よ
り
多
く
の
地
域
で
ホ

タ
ル
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
の
ホ
タ
ル
の
名
所
で
は
観
光

資
源
と
し
て
、
ホ
タ
ル
保
護
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
町
の
ホ
タ
ル
へ
の
取
り
組
み
は
、

自
然
環
境
保
護
の
推
進
が
目
的
で
す
。

　

平
成
二
十
二
年
十
月
、
生
物
多
様
性
条

約
第
十
回
締
約
国
会
議
（ 
Ｃ  
Ｏ  
Ｐ  　
 
）
が

コ 

ッ 

プ 
テ
ン

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
地
球

上
の
多
様
な
生
き
物
を
守
る
た
め
、
世
界

約
百
九
十
の
国
と
地
域
が
集
ま
っ
て
開
催

さ
れ
る
国
際
会
議
で
す
。
生
物
多
様
性
の

保
全
と
言
わ
れ
て
も
、
一
見
私
た
ち
と
関

係
が
薄
い
と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
淡
い
光
に
触
れ
た
時
、
ホ
タ

ル
の
貴
重
さ
や
命
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
、
自
然
環
境
保
護
の
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
す
。
町
の
宝
物
で
あ
る
ホ
タ
ル
を
守

る
た
め
、「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」、

「
川
を
汚
さ
な
い
」
な
ど
、
普
段
の
心
掛

け
が
大
切
で
す
。
自
然
を
大
切
に
し
よ
う

と
思
う
こ
と
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ　

の
示
す
「
自
然

１０

の
恵
み
に
感
謝
し
よ
う
」、「
身
近
な
自
然

を
大
切
に
し
よ
う
」、「
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
を
し
よ
う
」
と
い
う
保
全
の
た
め
の

行
動
そ
の
も
の
で
す
。

　

環
境
を
良
く
す
る
の
も
悪
く
す
る
の
も

人
間
で
す
。
い
つ
の
時
代
に
も
人
に
愛
さ

れ
て
い
る
ホ
タ
ル
を
、
誰
も
が
守
ろ
う
と

思
う
気
持
ち
か
ら
、
自
然
を
愛
す
る
心
の

和
が
広
が
り
ま
す
。

　

地
域
環
境
の
浄
化
を
進
め
、
見
る
と
心

が
優
し
く
な
れ
る
ホ
タ
ル
と
共
に
、
命
の

大
切
さ
、
自
然
と
人
間
の
共
生
の
大
切
さ

を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
我
々
の
使

命
で
す
。

ほたるポスター作品展（ふれあいの森）

光を放つヘイケボタル

１０
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 西  山  美  里 （英比小４年）
にし やま み さと

 平  山  咲  綾 （阿久比中２年）
ひら やま さ あや

 新  海 まみ（南部小６年）
しん かい

 新  美 
にい み

 龍 
りゅう

 位 （英比小６年）
い

 山  本  幸  恵 （阿久比中３年）
やま もと さち え

 竹  内 いずみ（英比小５年）
たけ うち

 山  本  彩  花 （東部小５年）
やま もと あや か

 坂  野  千  尋 （草木小６年）
ばん の ち ひろ

 金  子  敦  哉 （英比小６年）
かね こ あつ や

 家  田  江  梨 （阿久比中１年）
いえ だ え り

 岡  戸  美  沙  季 （阿久比中３年）
おか ど み さ き

 小  森 　
こ もり

 光  華 （東部小６年）
ひろ か

 都  築 
つ づき

　 佑  味 （草木小４年）
ゆ み

 倉  又 　
くら また

 真  帆 （草木小６年）
ま ほ

 大  畠 　
おお はた

 靖  貴 （南部小６年）
やす たか

 青  木 　
あお き

 翔 
しょう

 汰 （東部小４年）
た

 新  美 　
にい み

 有  希 （東部小６年）
ゆ き

 宮  地 　りな（草木小５年）
みや じ

 秋  風 　
あき かぜ

 夕  貴 （南部小４年）
ゆう き

 北  村 　
きた むら

 定  智 （南部小６年）
さだ とも

 森  川  陽  加 
もり かわ はる か

（阿久比中２年）

　敬称略 

平成２０年度「ほたるポスター」入選作品 
（応募総数657点の中から、下記の皆さんが選ばれました。） 

最 優 秀  

優秀10点 

佳作10点 

最 優 秀  

最 優 秀  

優秀10点 優秀10点 

佳作10点 

最 優 秀  

優秀10点 

佳作10点 佳作10点 
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凡例 

今年見つかった場所 

昨年見つかったが今年 
見つからなかった場所 

アグピー 

幼虫のエサ（巻貝）の情報を 
提供してください 　

六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で

と
七
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
の
六
日
間
、

小
・
中
学
校
の
児
童
、
生
徒
と
町
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
生
息
分
布
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
、
下

図
の
と
お
り
で
す
。 

　
今
年
も
ふ
れ
あ
い
の
森
の
ホ
タ
ル

養
殖
場
と
東
部
小
学
校
の
ホ
タ
ル
と

出
会
う
部
屋
で
は
、
た
く
さ
ん
の
幼

虫
が
産
ま
れ
ま
し
た
。 

　
東
部
小
の
児
童
や
ホ
タ
ル
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
幼
虫
の
エ
サ
と
な

る
巻
貝
を
採
っ
て
い
ま
す
が
、
エ
サ

が
な
か
な
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
。 

　
田
ん
ぼ
や
水
路
な
ど
で
小
さ
な
巻

貝
（
ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
※
な
ど
）

や
タ
ニ
シ
が
た
く
さ
ん
い
る
場
所
を
見

つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

※
黒
っ
ぽ
い
殻
高
一
　
ほ
ど
の
巻
貝 

□
連
絡
先
　
企
画
財
政
課 

 
fl（
４
８
）１
１
１
１（
内
３
０
３
） 

　
東
部
小
学
校
fl（
４
８
）０
０
４
１ 

平成２０年度

阿久比
町ホタル分布図

セ
ン 

チ 
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　病気やけがで医者に掛かるときの医療費の自己負担割合　
　　　一般　⇒　１割　　現役並み所得者　⇒　３割

　入院したときの食事代のうち１食分として定められた費用を自己負担すれば、残りは
入院時食事療養費として広域連合が負担します。
　自己負担額　１食２６０円（１日３食まで）
※　療養病床に入院したときは、１食４６０円（１日３食まで）と１日当たりの居住費３２０
円（入院時生活療養費）

※　低所得者の方は軽減されます。

　１カ月に支払った医療費の自己負担額が一定の限度額を超えた場合は、申請して認め
られると限度額を超えた分が高額療養費として払い戻されます。

　※１　住民税の課税所得が１４５万円以上の方
　　　　ただし、被保険者１人の場合：年収３８３万円未満、２人以上の場合：年収５２０万円未満の方で、基準収入　
　　額適用申請書を提出した場合を除きます。
　※２　世帯全員が住民税非課税
　※３　世帯全員が住民税非課税かつ各種所得額が０円の世帯　

「高額医療・高額介護」合算制度
※　同じ世帯内の介護保険サービスの利用料と医療費の自己負担額が高額になったと
きは、合算をして設定された限度額を超えた分の払い戻しを受けることができます。
（平成２０年４月から）

　急病などで保険証を持たずに診療を受けたときなどは医療費をいったん全額自己負
担しますが、後日申請により保険で認められた部分の払い戻しが受けられます。

　やむを得ない理由で、医師の指示による転院などの移送に費用が掛かったとき、広域
連合が必要と認めた場合に支給されます。

　主治医の指示で訪問看護を利用したときは、医療費の１割が自己負担となります。（現
役並み所得者は３割負担）

　高度先進医療を受けたときなどは、一般治療と共通する部分については、保険が適用
されます。

　被保険者が死亡したときに、葬儀を行った方に支給されます。

　交通事故など第三者の行為でけがなどをした場合、届出により後期高齢者医療で診療
を受けることができます。自損事故の場合も同様です。この場合、後期高齢者医療が医
療費を立て替え、後で加害者に費用を請求することになります。加害者から治療費を受
け取ったり示談を済ませたりすると後期高齢者医療が使えなくなることがありますの
で、示談の前に必ずご相談ください。

○病気やけがで診療を受けたと
き（療養の給付）

○入院したときの食事代
　（入院時食事療養費）

○１カ月に支払った自己負担額が
高額になったとき

　（高額療養費）

○やむを得ず、いったん医療費を
全額自己負担したとき（療養費）

○緊急の入院や転院で移送が必
要になったとき（移送費）

○訪問看護を受けたとき
　（訪問看護療養費）

○差額を負担して医療を受けた
とき（保険外併用療養費）

○死亡したとき（葬祭費）

○交通事故に遭ったとき

自己負担限度額
所得区分負担区分

入院を含めた世帯合算外来のみ（個人ごと）

８０,１００円
（医療費が２６７,０００円を超えたとき
は、超えた分の１％を加算）
（過去１２カ月に世帯単位の自己負
担限度額を超えた支給があった場
合、４回目以降は４４,４００円）

４４,４００円現役並み所得者　※１３割

４４,４００円１２,０００円一般

１割 ２４,６００円
　８,０００円

区分Ⅱ  ※２低所得者
（非課税） １５,０００円区分Ⅰ  ※３

□問い合わせ先　保険課医療年金係　�（４８）１１１１（内２５７）

「限度額適用・標準負担額認定証」が必要です。｝
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平成２０年度平成１９年度適　　用税目区分区
分

３.０％５.０％総所得金額※１所得割医　
療　
分　

※
２

３０.０％５８.０％固定資産税（土地、家屋）資産割

１５,０００円２５,０００円加入者１人につき均等割

１９,０００円３０,０００円１世帯当たり平等割

４３０,０００円５００,０００円賦　課　限　度　額

１.５％－　　総所得金額※１所得割支　
援　
分　

※
２

１０.０％－　　固定資産税（土地、家屋）資産割

７,０００円－　　加入者１人につき均等割

７,０００円－　　１世帯当たり平等割

１２０,０００円－　　賦　課　限　度　額

１.０％０.５％総所得金額※１所得割介　
護　
分　

※
３

１５.０％６.０％固定資産税（土地、家屋）資産割

１０,０００円７,０００円加入者１人につき均等割

８,０００円４,０００円１世帯当たり平等割

９０,０００円７０,０００円賦　課　限　度　額

５.５％５.５％所　　　得　　　割

合　
　

計

５５.０％６４.０％資　　　産　　　割

３２,０００円３２,０００円均　　　等　　　割

３４,０００円３４,０００円平　　　等　　　割

６４０,０００円５７０,０００円賦　課　限　度　額

　今年度から後期高齢者（長寿）医療制度創設に伴い、今ま
での「医療分」、「介護分」の算出方法から「医療分」、「支援
分」、「介護分」の３つに分ける算出方法への改正対応も含め、
国民健康保険税の公平かつ適正な賦課徴収を図るため、税率
と税額の改正を行いました。
　医療費などの大幅な伸びにより、国民健康保険の運営は
年々厳しい状況となっています。税算定区分の介護保険分で、
介護保険に対する拠出金の負担率が数年間上昇し、財源とな
る税が下回っているため、適正な賦課とするものです。

　特別徴収（年金天引き）の方で、国民健康保険税の滞納が
ない方は、口座振替依頼書を保険課（国保係）へ提出するこ
とにより、特別徴収から口座振替に変更できます。特別徴収
の停止には少し日数がかかりますのでご了承ください。口座
振替の手続きには、通帳、通帳印が必要です。
【取り扱い金融機関】（株）三菱東京UFJ銀行、あいち知多農
業協同組合、（株）名古屋銀行、知多信用金庫、（株）愛知銀行、
ゆうちょ銀行・各郵便局、（株）中京銀行、半田信用金庫
□問い合わせ先　保険課国保係　�（４８）１１１１（内２１４・２１６）

国民健康保険税の特別徴収に
　　　　　　　　　該当される方へ

※１総所得金額とは賦課期日の属する年の前年の所得金額から３３万
円を控除した金額です。
※２医療分、支援分の対象者は、すべての国民健康保険加入者
※３介護分の対象者は、４０歳～６５歳未満の国民健康保険加入者（第２
号被保険者）

　平成２１年度から２３年度までの介護保険事業や高
齢者の保健・福祉施策に関する計画策定のための
委員会の委員の一部を町民の方から公募します。

□公募人数と応募資格
　平成２０年８月１日現在で、町内在住の満４０歳以
上６４歳未満の方　２人
　平成２０年８月１日現在で、町内在住の満６５歳以
上の方　　　　　２人
　（平日の日中に開催される委員会に出席できる
方に限ります。）
□委嘱予定期間
　平成２０年９月委嘱日から平成２１年３月３１日まで
□応募方法
　住所、氏名、生年月日、性別、電話番号を記入
の上、「介護保険について」または「高齢者福祉」
をテーマにした意見・考えを４００字詰原稿用紙２枚
以内にまとめ、役場保険課介護保険係へ封書で提
出してください。
　※　応募多数の場合は、審査により決定します。
□応募期限　８月１５日（金）必着
□問い合わせ先　保険課介護保険係
　�（４８）１１１１（内２２８）

介護保険事業計画・

老人保健福祉計画策定委員会委員を募集

　平成２０年８月３１日で「国民健康保険被保険者証」の有効期
間が満了します。
　新しい「国民健康保険被保険者証（カード化）」を、８月中
に配達記録郵便（受取印必要）で郵送します。
　今回の更新で「国民健康保険被保険者証」はカード化され、
被保険者 1人 1枚ずつ発行されることになります。この新し
い「国民健康保険被保険者証（カード化）」は、９月１日から
使用可能となります。

□問い合わせ先　　
　保険課国保係　�（４８）１１１１（内２１４・２１６）

�����������	��
���

�������	


�

新旧
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虫供養の掛け軸を土用干し

●スウェーデンから阿久比町にホームステイ

阿久比ライオンズクラブの交換留学生として、ス
ウェーデンから阿久比町に滞在（７月１０日～１９日まで
の１０日間）したヨハンナ・ラーセンさん（１７歳・高校
生）が７月１１日、町長を表敬訪問しました。
ラーセンさんは知�健吾さん（草木）宅でホームス
テイを行いました。
「日本の文化に興味があって、ホームステイ先を日本
に決めました。学校では音楽の勉強をしています。カ
ラオケが大好きで、歌手になるのが夢です」と笑顔で
話していました。

町長と笑顔で会話するラーセンさん

●天気予報の達人に学ぶ

いろいろな分野で活躍している人を講師に招き、そ
の人の生き方や考え方を学んでもらおうと「その道の
達人派遣事業」を愛知県が行っています。その“達人”
の派遣先に英比小学校が選ばれました。
７月４日、英比小学校を訪れたのは名古屋地方気象

台に勤務する「天気予報の達人」近田忠宏さん。
理科の授業で天気について勉強している５年生の児

童たちが、近田さんから気象台での仕事や天気予報の
話を聞きました。
いつ起こるか分からない自然災害の話題も飛び出し、

子どもたちは“達人”の話に真剣に耳を傾けていました。

近田予報官の話を聞く英比小５年生児童

　７月 １１ 日と １４ 日の２日間、板山高根湿地「自然観
察会」が開かれました。普段は一般公開を行ってい
ない湿地の特別公開に、公募で集まった ４６ 人が参加
しました。
　湿地のある場所は昭和 ４０ 年代まで果樹園などに使
用されていましたが、斜面や地下からの湧き水で畑
に適さないこともあり、しばらく休耕地なっていま
した。その後、貧栄養の土壌や湧き水が弱酸性の水
質を持っていたことが幸いして、湿地性の植物が生
育することが分かり、町が保護してきました。
　今回の観察会では湿地にしか生息しないといわれ
る日本で最小のハッチョウトンボ（体長約 １.８ セン
チ）や食虫植物のモウセンゴケなど、珍しい昆虫や
植物を見ることができました。

－板山高根湿地－ 

�������

ハッチョウトンボ

キイトトンボ

トウカイモウセンゴケ
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●夢はオリンピック選手

とびうお杯第２３回全国少年少女水泳競技大会（８月
２日～３日浜松市で開催）に出場する木村亮太君（南
部小５年）が、７月１６日出場報告に町長室を訪れました。
木村君が全国大会に出場するのは昨年に続き２回目。

５０・１００・２００メートルの自由形に出場します。「練習の成
果が出るように、優勝を目指して頑張ります。夢はオ
リンピック選手です」と力強く町長に健闘を誓ってい
ました。

町長に健闘を誓った木村君

●町内９カ所でまちづくり懇談会を開催

町内の地区を９カ所の会場に分けて「まちづくり懇
談会」を７月に行いました。
町長が町行政の取り組みを報告し、地区から寄せら

れた要望や提言に町職員が回答するかたちで懇談会を
進めました。
９会場で２８３人の参加があり、行政に対する活発な意
見や要望が出ました。皆さんの声をできるだけ今後の
行政に反映させながら、住みよいまちづくりを進めて
いきます。

まちづくり懇談会の様子

●虫供養の掛け軸を土用干し

愛知県指定無形民俗文化財「阿久比谷虫供養」の一
環で、町指定文化財の掛け軸などの土用干しが、今年の
当番地区卯之山の津嶋神社で７月２０日に行われました。
掛け軸などをカビや虫の害から防ぐために、毎年夏

の土用の時期にしまってある箱から出して、風にさら
します。
掛け軸の前には花やもちなどが供えられ、約３０人の
同行が百万遍（念仏）を唱えました。今年の虫供養は
９月２３日、津嶋神社で行われます。

土用干しが行われた卯之山地区の津嶋神社

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●親子で人形劇などを楽しむ

７月１２日、町立図書館で「おたのしみ会」が行われ
ました。
今年で結成２０周年を迎える読書指導グループぶんぶ
んのメンバーが、人形劇、ストーリーテリングなどを
上演しました。
会場には約２００人の親子が集まりました。練習を積み
重ねてきたぶんぶんのメンバーの姿はとても真剣で、
それを見る子どもたちはとても満足げな表情でした。

和やかな雰囲気に包まれた「おたのしみ会」会場

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 
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町制５５周年記念事業 

－オアシス塔を新調－ 
　

町
制
施
行
五
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、

「
オ
ア
シ
ス
塔
」
を
新
調
し
ま
し
た
。

　
「
オ
ア
シ
ス
運
動
を
す
す
め
、笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

　

町
民
憲
章
の
一
文
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
阿
久
比
町
で
は
、
昭
和
五
十
四
年

か
ら
町
全
体
で
オ
ア
シ
ス
運
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

朝
の
あ
い
さ
つ
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」。
心
か
ら
感
謝
「
あ
り
が
と
う
」。
誰

に
で
も
「
し
ん
せ
つ
に
」。
す
な
お
に
「
す

み
ま
せ
ん
」。言
葉
の
最
初
の
一
文
字
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
で
す
。

役
場
駐
車
場
東
に
「
オ
ア
シ
ス
塔
」
を
立

て
、
運
動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
オ
ア
シ
ス
塔
は
高
さ
十
㍍
で
、
頂
に

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ア
グ

ピ
ー
」
を
取
り
付
け
、
幅
一
・
二
㍍
の
側

面
の
四
カ
所
に
町
内
の
小
学
生
と
中
学
生

が
考
え
た
オ
ア
シ
ス
標
語
を
掲
げ
る
デ
ザ

イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
千
七
百
二
十
六
点
の
作
品
の

中
か
ら
、
町
長
を
は
じ
め
と
す
る
七
人
の

選
考
委
員
が
オ
ア
シ
ス
塔
に
掲
げ
る
次
の

四
点
を
選
び
ま
し
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

◇
『
あ
い
さ
つ
で　

こ
こ
ろ
に
オ
ア
シ
ス

阿
久
比
町
』

　

矢
和
田　

萌
々
（
南
部
小
一
年
）

◇
『
町
き
れ
い　

ホ
タ
ル
も
よ
ろ
こ
ぶ　

オ
ア
シ
ス
だ
』

　

下
茂　

悠
真
（
東
部
小
二
年
）

◇
『
朝
一
番　

元
気
に
お
は
よ
う　

あ
ぐ

い
っ
子
』

　

新
美　

元
蔵
（
東
部
小
四
年
）

◇
『
あ
い
さ
つ
で　

広
が
る
笑
顔　

す
て

き
な
輪
』

　

竹
内　

千
尋
（
阿
久
比
中
二
年
）

　

七
月
六
日
に
は
完
成
を
記
念
し
て
除
幕

式
を
行
い
、皆
さ
ん
に
新
し
く
な
っ
た「
オ

ア
シ
ス
塔
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
た

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
青
少
年
健

全
育
成
推
進
大
会
」
意
見
発
表
会
の
中
で

竹
内
俊
貴
君
（
草
木
小
六
年
）
は
「
ぼ
く

は
こ
の
町
を
�
オ
ア
シ
ス
�
で
包
み
た
い
」

と
題
し
発
表
を
行
い
、「
オ
ア
シ
ス
に
は
、

心
を
な
ぐ
さ
め
る
場
所
と
い
う
意
味
も
あ

る
そ
う
で
す
。
み
ん
な
で
阿
久
比
町
を
オ

ア
シ
ス
で
包
み
、
心
の
温
か
い
安
心
で
き

る
町
に
し
た
い
で
す
」
と
意
見
を
述
べ
ま

し
た
。

　

家
庭
や
学
校
、
職
場
な
ど
ま
ち
の
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
オ
ア
シ
ス
運
動
を
実
践
し
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

社会を明るくする運動・青少年健全育成推進大会で行われた意見発表会

新調したオアシス塔の除幕式
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昭
和
五
十
八
年
七
月
の
開
館
以
来
、
多

く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
�
情
報
発
信
の
基

地
�
町
立
図
書
館
か
い
わ
い
に
ぶ
ら
り
出

掛
け
た
。

―
徳
川
家
康
の
生
母
於
大
の
方
は
家
康

を
生
ん
だ
後
、
天
文
十
六
（
一
五
四
七
）
年

坂
部
城
主
久
松
俊
勝
と
再
婚
。
政
略
結
婚

の
た
め
幼
い
息
子
と
離
れ
ば
な
れ
と
な
る
。

家
康
は
桶
狭
間
の
戦
い
を
控
え
た
永
禄
三

（
一
五
六
〇
）
年
、
於
大
の
方
に
会
う
た
め

坂
部
城
に
立
ち
寄
っ
た
と
言
わ
れ
る
。―

歴
史
の
舞
台
と
な
っ
た
坂
部
城
跡
の
静

か
な
場
所
に
図
書
館
は
建
つ
。

坂
部
城
跡
の
石
碑
が
残
る
城
山
公
園
に

立
ち
寄
る
。「
シ
ャ
ー
、
シ
ャ
ー
。
シ
ャ
カ
、

シ
ャ
カ
」
夏
の
風
物
詩
、
セ
ミ
の
鳴
き
声

が
に
ぎ
や
か
。
タ
モ
で
木
に
止
ま
る
セ
ミ

を
取
る
親
子
の
姿
が
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。
公

園
の
西
か
ら
図
書
館
の
玄
関
に
回
る
。

図
書
館
の
屋
根
は
城
跡
に
ち
な
み
、
城

を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
瓦
ぶ
き
。
昭
和
六

十
二
年
に
は
斜
面
を
生
か
し
た
小
規
模
図

書
館
と
し
て
、
日
本
図
書
館
協
会
建
築
賞

「
特
別
賞
」
に
も
輝
き
、
落
ち
着
い
た
感

じ
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

図
書
館
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
。
エ

ア
コ
ン
の
入
っ
た
館
内
は
実
に
気
持
ち
が

い
い
。
一
度
に
汗
が
引
く
。

「
暑
い
夏
、
外
か
ら
エ
ア
コ
ン
の
効
い

た
場
所
に
入
っ
た
と
き
は
、『
き
た
ぁ
ー
』

っ
て
感
じ
で
す
よ
ね
」。
ち
ま
た
で
、
は
や

り
の
ギ
ャ
グ
を
交
え
て
友
人
が
話
し
掛
け

て
く
る
。
私
は
人
差
し
指
を
立
て
、
口
元

に
近
づ
け
て
「
し
ぃ
ー
」
と
注
意
を
促
す
。

図
書
館
で
は
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
る
こ

と
は
厳
禁
。
友
人
は
そ
の
こ
と
に
気
付
き
、

そ
れ
か
ら
は
小
声
で
し
ゃ
べ
る
よ
う
に
な

る
。絵

本
や
子
ど
も
向
け
の
本
が
並
ぶ
児
童

室
は
、
夏
休
み
で
子
ど
も
た
ち
が
い
っ
ぱ

い
。
読
書
が
自
由
に
で
き
る
閲
覧
室
で
は

大
人
た
ち
が
静
か
に
本
を
読
む
。
窓
の
外

を
眺
め
る
と
公
園
や
竹
や
ぶ
の
緑
が
取
り

囲
む
。
雑
音
の
多
い
社
会
で
、
日
々
忙
し

く
生
活
を
送
る
人
に
と
っ
て
は
、
ゆ
っ
く

り
と
自
分
の
時
間
が
過
ご
せ
る
「
最
適
空

間
」
だ
。

図
書
館
を
出
る
。「『
次
郎
物
語
』
の
主

人
公
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
動
を
覚
え
た

し
、『
黒
い
雨
』
を
読
み
終
え
た
後
の
切
な

さ
は
何
と
も
言
え
な
か
っ
た
な
あ
。
と
こ

ろ
で
君
の
思
い
出
に
残
る
本
は
？
」
と
友

人
に
問
い
掛
け
る
。「
恐
竜
が
出
て
き
て
、

あ
れ
で
す
よ
。
え
っ
と
・
・
・
。
書
名
を

度
忘
れ
し
ま
し
た
」。「
ど
こ
が
お
も
し
ろ

か
っ
た
の
？
」。「
・
・
・
・
」。「
本
当
に

読
ん
だ
の
？
」。「
感
想
文
を
書
い
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
か
ら
確
か
に
読
み
ま
し
た
」。

友
人
の
額
か
ら
大
量
の
汗
が
流
れ
て
い
た
。

坂部駅 

卯坂南 

城街道 

卯坂 

至東浦町 

阿久比駅 

至半田 

至名古屋 
N

知多半島有料道路 

阿久比Ｉ.Ｃ 

阿久比町役場前 

阿久比町役場 オアシスセンター 

町立図書館 

オアシスセンター 

洞雲院 

城山公園 

本を読む子どもたち

瓦ぶき屋根の図書館
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プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ ２２ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会で作成した「家庭、園・学校がともに育ち合うための手
引き」の中から、小学生用子育てQ＆Aの一部を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA子育てQ&A
Ｑ　低学年では宿題への取り組み以外に大切なことがありますか。

Ｑ　学校からもらってきた内科診断結果に疾病名「肥満」とありました。どうしたらいいですか。

　家庭での勉強は、宿題をしっかりやることが第一です。授業の内容に
しっかりついていけるよう、必要に応じて予習復習を行うべきです。子
どもが旺盛な知識欲を持つのであれば、教科書よりも進んだ内容の本を
副読本として与えてもよいかと思います。
　家庭で行うとよいことを紹介します。
・　「時間割」と「持っていく物」の準備を
　きちんとする。（鉛筆は削ったものを４
　本～５本準備しておく。）
・　テレビの視聴時間やＴＶゲームをする時
　間が長くならないようにする。
・　家族で本の読み聞かせをする。
・　自分の机を自分で整とんする。

　いずれも、初めのうちは家族が一緒にしてあげることが基本です。少
しずつ自立していきますから、一人でできたときにしっかりほめること
が、子どもの自立を助けることにつながります。

　現状では、子どもの年齢の平均体重より２０％以上体重が多い場合を

「肥満」としているようです。小児期に脂肪細胞の数が増えてしまうと、

大人になって生活習慣病にかかりやすくなるという報告もありますので、

改善しておくことが必要です。

　ダイエットなどよりも、体重の増加を抑制するほうが適切でしょう。

　まず家庭の食事が高カロリーでアンバランスでないかチェックして、

子どもに合った食事の量（一日に必要なカロリー）を知ることが大切で

す。一日３食きちんと食べること。栄養のバランスがよいものを、よく

かんでゆっくり食べること。食物繊維の多いもの（ゴボウ、ニンジン、

カボチャ、ワカメなど）を食べさせることなどに心掛けてく

ださい。

　無理のない運動を、毎日続けることも効果があります。食

事も運動も毎日の生活の中での積み重ねですので、子ども自

身に自覚させることと家庭の協力が必要です。

　無理強いはストレスの元になり過食につながる場合もあり

ます。学校の栄養教諭・栄養職員にも相談してください。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ババババババババババババババババババババ
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
をををををををををををををををををををを
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
うううううううううううううううううううう
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子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育てててててててててててててててててててててててて QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&&AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

　

暑
い
夏
、
皆
さ
ん
は
食
欲
が
な
く
な
っ

た
り
、
体
が
だ
る
く
感
じ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
夏
バ
テ
も
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣

を
見
直
せ
ば
あ
る
程
度
予
防
が
で
き
ま
す
。

�
　

夏
で
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
取
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
次
の
よ
う
な
ポ

イ
ン
ト
に
注
意
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
、
タ
ン
パ
ク
質
を

し
っ
か
り
取
る
。

　

暑
い
と
「
そ
う
め
ん
」
な
ど
、
あ
っ
さ

り
と
し
た
食
事
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
○
○
だ
け
」
と
い
う
食
事
は
、
ど
う
し

て
も
炭
水
化
物
に
偏
り
が
ち
と
な
り
ま
す

の
で
、
タ
ン
パ
ク
質
も
忘
れ
ず
に
取
り
ま

し
ょ
う
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代

食　

事

謝
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
、
疲
労
物
質
を
燃
焼

さ
せ
ま
す
。
夏
バ
テ
防
止
の
強
い
味
方
で

す
。

☆
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
含
ま
れ
て
い
る
食
品

豚
肉
、
ウ
ナ
ギ
、
カ
ツ
オ
、
玄
米
、
大

豆
、
ご
ま
、
昆
布
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な
ど
。

☆
タ
ン
パ
ク
質
が
含
ま
れ
て
い
る
食
品

肉
、
魚
、
卵
、
大
豆
製
品
、
牛
乳
な
ど
。

②　

胃
腸
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す

　

る
。

　

一
品
は
温
か
い
料
理
を
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
一
日
中
冷
え
た
飲
み
物
ば
か

り
を
ガ
ブ
ガ
ブ
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
、
水

分
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
で
な
く
、
小
ま

め
に
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。

　

糖
分
が
多
い
飲
み
物
や
菓
子
は
、
血
糖

値
を
上
げ
て
、
食
欲
を
な
く
す
原
因
に
も

な
り
、
ほ
か
の
大
切
な
食
品
を
十
分
取
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
糖
分
が
多
い
飲

み
物
や
菓
子
の
取
り
過
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

③　

な
る
べ
く
決
め
ら
れ
た
時
間
に
、
一

　

日
三
食
食
べ
る
。

　

規
則
正
し
い
生
活
は
、
夏
バ
テ
防
止
の

第
一
歩
で
す
。

�
　

身
体
に
も
心
に
も
活
力
を
与
え
て
く
れ

る
睡
眠
は
、
夏
バ
テ
防
止
の
切
り
札
で
す
。

夏
の
夜
に
は
、
次
の
こ
と
を
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

①　

ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
場
合
は
、
二

十
八
度
を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。
オ
フ

タ
イ
マ
ー
や
除
湿
機
能
も
上
手
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

質
の
よ
い
睡
眠

②　

ク
ー
ラ
ー
を
弱
め
に
し
て
、
扇
風
機

と
併
用
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
直

接
体
に
風
が
当
た
ら
な
い
よ
う
ク
ー

ラ
ー
の
風
向
き
を
天
井
に
向
け
、
扇
風

機
は
首
ふ
り
機
能
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③　

入
浴
は
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
よ
り
、
ぬ

る
め
の
風
呂
に
ゆ
っ
た
り
入
る
方
が
、

ほ
て
っ
た
体
を
冷
ま
し
、
気
分
も
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
す
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
ババババババババババババババババババババ
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
をををををををををををををををををををを
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
うううううううううううううううううううう

夏
バ
テ
を
防
ご
う

　屋外でも室内でも起こる可能性があります。

特に、乳幼児や高齢者には注意が必要です。

＜予防法＞

・水分を定期的に取る。

・外出時は帽子や日傘を利用する。

・睡眠を十分に取り、規則正しい生活をする。

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意
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日にち　６月４日～６月１１日　全６回
場　所　阿久比中学校
　阿久比中学校のコンピューター室で、パソコン教室
「基礎」を開きました。今回初めての試みとして、阿
久比中学校のパソコン部にアシスタントをお願いしま
した。年配の受講生は、年の離れた中学生アシスタン
トに囲まれ、和やかな雰囲気の中勉強していました。
受講後の感想は「質問しやすかった」「一生懸命答えて
くれた」「元気をもらった」など好評でした。

日にち　６月１９日
場　所　中央公民館
　ペットに対する苦情や問い合わせが増加しています。
　中央公民館で愛知県動物保護管理センター知多支所
の職員を講師に迎えて「犬のしつけとマナー」の講習
会を開きました。参加者はペットのしつけや飼い方な
どの話を熱心に聞き入っていました。愛らしいアシス
タント犬の「ムック」も受講者の前で、講師の一員と
して頑張っていました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソソコココココココココココココココココココココンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののののののののののしししししししししししししししししししししつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけとととととととととととととととととととととマママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

酒
の
醸
造
に
た
ず
さ
わ
る
人
の
こ
と
を

「
サ
カ
ロ
ク
」
と
言
い
ま
す
。

　

い
つ
ご
ろ
か
ら
サ
カ
ロ
ク
に
出
て
い
た

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
「
徇
行
記
」
に
よ
る

と
、
江
戸
時
代
の
中
期
ご
ろ
か
ら
す
で
に

始
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
宮
津
の
八
十

人
を
は
じ
め
と
し
て
板
山
、
坂
部
、
萩
、

稗
之
宮
な
ど
か
ら
農
閑
期
に
は
サ
カ
ロ
ク

と
し
て
働
き
に
出
て
い
ま
し
た
。

　

行
き
先
は
半
田
・
亀
崎
・
知
立
・
海
部

郡
な
ど
の
県
内
を
は
じ
め
岐
阜
・
三
重
・

静
岡
な
ど
各
地
に
出
て
い
ま
し
た
。
出
掛

「
横
松
大
工
に
萩
左
官
、宮
津
サ
カ
ロ
ク
」

〜
そ
の
三「
宮
津
サ
カ
ロ
ク
」の
話
〜け

る
と
き
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

い
て
、
オ
ヤ
ジ
（
サ
カ
ロ
ク
全
体
を
統
制

し
、
酒
造
り
の
全
責
任
を
も
つ 
杜  
氏 
）
が

と
う 

じ

近
所
の
人
た
ち
を
十
人
か
ら
十
五
人
ぐ
ら

い
を
引
き
連
れ
て
い
く
こ
と
が
多
く
、
平

均
し
て
四
年
―
五
年
で
酒
屋
を
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
は
秋
の
米
の
取
り
入
れ
が
全

部
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
出
掛
け
て
い
た
た

め
、
米
の
取
り
入
れ
の
後
片
付
け
は
、
年

寄
り
や
女
性
の
仕
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

サ
カ
ロ
ク
が
家
に
帰
る
時
期
は
、
三
月

末
ぐ
ら
い
で
、
仕
事
の
内
容
や
出
掛
け
る

地
方
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。

　

阿
久
比
町
で
は
昭
和
の
は
じ
め
こ
ろ
ま

で
サ
カ
ロ
ク
と
し
て
働
き
に
出
掛
け
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
以
来
酒
屋
も
会
社
組
織

と
な
り
、
サ
カ
ロ
ク
と
し
て
出
稼
ぎ
す
る

人
は
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
（
参
考　

阿
久
比
町
誌
資
料
編
八
）

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　

今
回
で
「
横
松
大
工
に
萩
左
官
、
宮
津

サ
カ
ロ
ク
」
の
連
載
を
終
了
し
ま
す
。
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�親
子
い
っ
し
ょ
の
救
急
ひ
ろ
ば

　

子
ど
も
の
救
急
事
故
を
対
象
と
し
た
応

急
手
当
の
講
習
会
を
開
講
し
ま
す
。

□
日
時
・
場
所　

九
月
十
日（
水
）　

午
後

一
時
半
〜
午
後
三
時
半

　

半
田
消
防
署

□
定
員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署　

�

（
２
１
）１
４
９
２

�

�

�

�

�

�

�

	

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

の
講
習
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所　

九
月
二
十
日（
土
）　

午

後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

武
豊
町
中
央
公
民
館

□
定
員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
半
田
消
防
署
武
豊
支

署　

�（
７
３
）０
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

InformationInformation

お知らせ  
InformationInformation

　消費者金融の借金で苦しんでいませんか。
　厚生労働省と愛知県国保連合会が、国民健康保健税の滞
納者などを対象に、弁護士による無料法律相談を実施しま
す。
　借金の整理で不安なこと、破産・再生についての疑問、
借金に関する事など相談に応じます。
　消費者金融からの借入期間が長い、複数の消費者金融に
借金があるなど心当たりのある方は、すでに返済が終わっ
ていても、払い過ぎた金額の返還を求める事が可能な場合
がありますので、ぜひご相談ください。返還を受けた金額
を国民健康保険税に充てる事ができます。
　相談相手は愛知県弁護士会の弁護士です。秘密は厳守し
ます。
□相談日時　８月２５日（月）～２９日（金）午後１時～午後５時
□場所　中央公民館本館１０２号室
□持参するもの　保険証　認印
※　電話での予約を受け付けます。
※　当日は保険課国保係で受け付けをしてください。相談
場所へ案内します。（予約優先）
□問い合わせ先　保険課国保係　�（４８）１１１１（内２１４・２１６）

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

国民健康保険税の支払いで
　　　　　　　困っている方へ

8月15日は 

「平和」とは… 
　　「戦争」とは… 
　　　　「命」とは… 

見つめ直す日にしてください 見つめ直す日にしてください 

戦没者を追悼し 
　　　平和を祈念する日です 

8月15日は 

終戦記念日 終戦記念日 終戦記念日 終戦記念日 

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬犬のののののののののののののののののののののしししししししししししししししししししししつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけとととととととととととととととととととととマママママママママママママママママママママナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

半
田
保
健
所
で
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
の
不
安
の
あ
る
方
に
検
査
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
医
療
機
関
委
託
に
よ

る
検
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
検
査
受
付
は
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

□
医
療
機
関
の
検
査　

次
の
医
療
機
関
で

検
査
を
実
施
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
）
し
て
い
ま
す
。
受
診
票

は
半
田
保
健
所
が
発
行
し
ま
す
。

　

高
川
ク
リ
ニ
ッ
ク（
半
田
市
）、半
田
市

立
半
田
病
院（
半
田
市
）、前
田
ク
リ

ニ
ッ
ク（
東
浦
町
）、杉
石
病
院（
武
豊

町
）、石
川
病
院（
武
豊
町
）、知
多
厚
生

病
院（
美
浜
町
）、渡
辺
病
院（
美
浜
町
）

□
検
査
対
象　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

□
検
査
手
数
料　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
保
健
所
生
活
環

境
安
全
課　

�（
２
１
）３
３
４
１

�
　

知
多
教
育
事
務
所
で
一
年
を
通
し
て
、

知
多
管
内
の
小
中
学
校
の
産
休
・
育
休
・

療
休
補
充
な
ど
の
講
師
の
登
録
を
希
望
す

る
方
は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

□
資
格　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員

免
許
状
を
持
っ
て
い
る
方
お
よ
び
取
得

見
込
み
の
方
。

□
勤
務
内
容　

常
勤
講
師
あ
る
い
は
非
常

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

勤
講
師
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
の
指
導
。

□
勤
務
条
件

・
勤
務
地

　

知
多
地
方
の
五
市
五
町
の
小
中
学
校

・
常
勤
講
師

　

一
日
八
時
間
勤
務
、
賃
金
は
経
験
に
応

じ
て
支
給

・
非
常
勤
講
師

　

週
十
〜
二
十
時
間
程
度
の
勤
務
、
賃
金

は
時
給
二
千
九
百
二
十
円

・
勤
務
時
間
数
に
よ
り
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
に
加
入

□
登
録
方
法　

三　
　

×
四　
　

の
顔
写
真
を

チセ
　ン

チセ
　ン

持
参
し
、
登
録
票
に
記
入
す
る
。

□
登
録
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
教

育
事
務
所
（
月
曜
〜
金
曜
日
、
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
）　

�（
２
１
）８
１
１

１
（
内
２
７
４
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
「
貝
や
石
を
使
っ
て
み
よ
う
」

で
す
。

□
日　

時　

八
月
十
六
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る

児
童

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
参
加
費　

四
百
円　

□
定
員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

八
月
五
日（
火
）〜
八
月
十

四
日（
木
）

□
連
絡
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所　

�
０
５
６
２（
３

９
）２
７
７
８　

電
子
メ
ー
ル

　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
　

愛
知
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校
（
高

浜
市
）
で
は
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
科
目　

ホ
ー
ム
設
備
ラ
イ
ン
科
、

住
宅
イ
ン
テ
リ
ア
科
、
住
宅
エ
ク
ス
テ

リ
ア
科

□
定
員　

各
科
と
も
三
十
人

□
訓
練
期
間　

十
月
一
日
〜
三
月
十
三
日

□
募
集
期
間　

七
月
二
十
二
日
〜
八
月
二

十
九
日

□
応
募
資
格　

職
業
を
転
換
し
よ
う
と
す

る
方
で
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た

は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
方

□
説
明
見
学
会　

①
八
月
二
十
日
②
八
月

二
十
七
日
の
午
後
一
時
半
か
ら
行
い
ま

す
。
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
入
校
選
考　

①
期
日　

九
月
五
日
②
選

考
方
法　

適
性
検
査
と
面
接

□
経
費
な
ど　

受
験
料
、
授
業
料
、
実
習

用
教
材
費
は
無
料
で
す
。（
一
部
自
己
負

担
が
必
要
な
経
費
が
あ
り
ま
す
。）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

高
浜
高
等

技
術
専
門
校
募
集
担
当　

�
０
５
６
６

（
５
３
）０
０
３
１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�□
申
込
対
象
者

　

愛
知
県
内
に
住
ん
で
い
る
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦
の
方　

□
日
程
・
講
習
内
容

□
申
込
方
法

　

受
講
申
込
書
を
役
場
住
民
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

□
募
集
期
間

　

八
月
一
日（
金
）〜
二
十
二
日（
金
）

□
受
講
料　

無
料

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
６
）

　

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

�
０
５
２
（
９
１
５
）
８
８
６
２

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	



託児会　場日　程講習内容

なし
名古屋情報メディ
ア専門学校（栄サテ
ライト教室）

１０月６日（月）～
１２月１５日（月）
のうち１８日間

パソコン
講習初級

なし名古屋経営会計専
門学校５号館

１０月４日（土）～
平成２1年１月１７日（土）
のうち１４日間

パソコン
講習中級

あり
（無料）

国際医療管理専門
学校（名古屋校）

１０月７日（火）～
１２月１８日（木）
のうち１８日間

医療事務

あり
（無料）

名古屋経営会計専
門学校５号館

１０月１日（水）～
１２月１１日（木）
のうち１８日間

経理事務

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
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Information

�
　

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
平
成
二
十
年

十
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

ル
セ
ン
タ
ー　

�
０
１
２
０－

１
５
１

５
１
５　

住
民
福
祉
課　

�（
４
８
）１

１
１
１（
内
２
２
６
）

�
　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
、
税
関
な
ど
に

預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
還
し
て
い

ま
す
が
、
今
な
お
引
き
取
り
手
が
な
く
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多

数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
の
申
し
出
は
、
家
族
の
方
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
心
当
た
り
の
方
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券
な
ど

・　

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
運
輸
局
に
預

け
た
通
貨
、
証
券
な
ど

・　

帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本
人
自
治

会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
、
証
券
な
ど
の
う

ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

□
問
い
合
わ
せ
先

・
財
務
省
名
古
屋
税
関　

監
視
部
監
視
許
可
通

関
部
門　

�
０
５
２（
６
５
４
）４
０
６
０

・
豊
橋
税
関
支
署　

衣
浦
出
張
所
監
視
部

門　

�（
２
１
）９
０
１
３

�
　

あ
い
ち
海
上
の
森
セ
ン
タ
ー
で
は
、
全

四
回
の
コ
ー
ス
で
、森
に
つ
い
て
学
び
、森

の
手
入
れ
な
ど
を
体
験
す
る「
森
の
教
室
」

を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
・
内
容　

①
九
月
二
十
一
日（
日
）

森
の
観
察
と
調
査
②
十
月
十
二
日（
日
）
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�

�

�

�

�

�

	

�
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�
�
�
�
�
�
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�
�

�

�
�
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�
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�
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森
の
学
習
と
手
入
れ
（
ヒ
ノ
キ
林
の
手

入
れ
な
ど
）
③
十
一
月
十
六
日（
日
）森

の
学
習
と
手
入
れ（
雑
木
林
の
手
入
れ
）

④
十
二
月
七
日（
日
）森
の
恵
み
と
工
作

（
各
回
午
前
九
時
半
〜
午
後
三
時
半
）

□
場　

所　

瀬
戸
市
南
東
部「
海
上
の
森
」

内
（
海
上
の
森
入
口
駐
車
ス
ペ
ー
ス
集

合
、
愛
知
環
状
鉄
道
山
口
駅
か
ら
徒
歩

二
十
分
）

□
定　

員　

五
十
人
程
度

□
参
加
資
格　

①
小
学
校
四
年
生
以
上

（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）
で
、
四

回
全
て
に
参
加
で
き
る
方
②
木
の
伐
採

（
手
鋸
）、
運
搬
な
ど
の
作
業
が
実
施
で

き
る
方

□
参
加
費　

百
二
十
円
（
保
険
料
相
当
額
、

四
日
分
）

□
申
込
方
法　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ

　

ー
ル
の
い
ず
れ
か
に「
森
の
教
室（
入
門

編
）
申
込
」
と
記
載
の
上
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
（
グ
ル

　

ー
プ
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
全
員

記
入
）
し
て
、
左
記
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

九
月
七
日（
日
）（
当
日
消

印
有
効
）

□
参
加
者
の
決
定　

申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

あ
い
ち

海
上
の
森
セ
ン
タ
ー　

〒
４
８
９
―
０

８
５
７　

瀬
戸
市
吉
野
町
３
０
４
―
１

�
０
５
６
１（
８
６
）０
６
０
６　

Ｆ
Ａ

Ｘ
０
５
６
１（
８
５
）１
８
４
１

　

電
子
メ
ー
ル　

kaisho@
pref.aichi.lg.jp

�草
木
グ
リ
ー
ン
シ
ニ
ア
カ
ッ
プ　

様

　

草
木
保
育
園
へ
大
型
絵
本
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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半額免除
[ 障害者の方が世帯主の場合 ]

全額免除
[ 障害者の方を世帯構成員に有する場合 ]

平成２０年１０月１日から平成２０年９月３０日まで平成２０年１０月１日から平成２０年９月３０日まで

●視覚・聴覚障害者
　（変更なし）
●重度の身体障害者
　（内部機能障害な
　どを追加）

●視覚・聴覚障害者
●重度の肢体不自由者

世帯構成員全員が
市町村民税非課税

生活保護法による最
低生活費の額に身体
障害者特別加算額を
加算した額の費用に
よって営まれる生活
状態以下の世帯

身
体
障
害
者

●重度の知的障害者適用外
世帯構成員全員が
市町村民税非課税
（重度以外も対象）

重度の知的障害者を
構成員に有する世帯
で、世帯構成員全員が
市町村民税非課税

知
的
障
害
者

●重度の精神障害者適用外
世帯構成員全員が
市町村民税非課税

適用外

精
神
障
害
者

今今月月のの納納税税ななどど
町県民税　　　　２期分
国民健康保険税　１期分
介護保険料　　　１期分
後期高齢者医療保険料　２期分
納期限は９月１日（月）です。
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９月４日（木）　場所　中央公民館本館
　　　　　　　時間　午後１時３０分～午後４時３０分
　NPO法人知多地域成年後見センターでは、成年後
見制度巡回相談（事前に予約が必要）を毎月行って
います。
□問い合わせ先
　半田後見事務所（半田市福祉文化会館内）
　�（２１）０８１１

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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　阿久比町情報公開条例に基づく
平成１９年度の公文書公開の実施件
数は次のとおりです。
・　請求件数　１５件
・　実施件数　
　　公開　１３件
　　部分公開　１件
　　非公開　０件
　　却下　１件
・　不服申し立て件数　０件
□問い合わせ先　総務課
　�（４８）１１１１（内２３７）

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，３７７　　（　１５）

人　口　２５，０３６人（△１４）

　男　　１２，３８９人（△６）

　女　　１２，６４７人（△８）

（　　）は前月との増減数

７月中の異動

　出生　１７　転入　  ７０

　死亡　１９　転出　  ８２

平成２０年７月１日現在

人 口 と 世 帯

□日　時　８月１６日（土）
　午後７時～午後９時
※　雨天時は１７日に順延
□会　場　阿久比町役場駐車場
□内　容　
　盆踊り大会、無料模擬店（金魚すくい・
　ヨーヨー風船釣り）、菓子（子どものみ）・
　うちわ・ジュースの配布など
□問い合わせ先　社会教育課公民館係　
　�（４８）１１１１（内２６０）

○無料映画会を開催します
　「シュレック３」を上映
　阿久比町商工会青年部では、「あぐいふれあい盆踊りの夕べ」に合わせて、無料
映画会を開催します。家族でご覧ください。
□日　時　８月１６日（土）
　午後５時～午後６時３０分（開場は午後４時３０分～）
※　雨天の場合も行います
□会　場　中央公民館本館３０１号室
※　申し込みは不要ですが先着順に１００人とします。
□問い合わせ先
　阿久比町商工会青年部　�（４８）１１１１（内２５５）


